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Abstract

The2012LondonOlympicswereagreatturningpointinmodernOlympichistory,givingbirthto

theterms“DigitalOlympics”ａｎｄ“Socialympics”ｄｕｅｔｏｔｈｅｅｆｆｅｃｔｉｖｅｍｅｒｇｉｎｇｏｆｔｈｅｌnternetwith

conventionalbroadcastinginthecoverageoftheevent、

ThepresentpaperbeginswithanexaｍｉｎａｔｉｏｎｏｆｈｏｗｔheOlympicswereinitiallycoveredｂｙｔｈｅ

ｍｅｄｉａ，especiallyuptothefirstdecadeofthe20thcenturymainlyinprintmedia、Ａｔｔｈｅｔｉｍｅ，ｔｈｅ

ｗｏｒｄ“media”waslargelysynonymouswith“press，astheprintmedia-whichliterallyusedpress
”

machinestocreatetheirproduct-hadnorealrivalsassourcesofinformationforthevastmajority

ofpeople・TheearliestpopularviewsoftheOlympicswerethusdeterminedbyprintmedia'ｓcover‐

age､Next,thepaperproceedstoadiscussionoｆｔｈｅｗａｙｓｉｎｗｈｉｃｈｔｈｅｖｅｒｙｆｉｒｓｔｆｏｒmofbroadcast‐

ing，radio，wasinitiallyperceivedintheWest，especiallyFranceandBritain，asafeasiblemedium

forsportscoverage・ParticularattentionisgivenheretoBritain，wheresportsoccupiedasurpris‐

inglyprominentplaceinradiobroadcastingeveninthelatter'searliestyears，onparwithcoverage

ofsuch“serious，，mattersastheweatherandthedoingsoftheroyalfamily・

Ｔｈｅｐａｐｅｒｓｍａｉｎａｎｄｆｉｎａｌｓｅｃｔｉｏｎｉｓaconsiderationofaspecificexampleoftheclosehistorical

relationshipbetweentheOlympicsandbroadcasting，namelyradiocoverageofthel924Games，It

focusesonthecoverageinFrance，withthebrilliantactivityofEdmondDehorter，thefirstradio

sportsreporterinthatcountry，

Inthecourseoftheabovediscussions，thispaperattemptstodemonstratehowadetailedexami‐

nationofthehistoryofsportsandmediawillrevealthattheessenceandsignificanceoftheclose

relationshipbetweentheOlympicGamesandbroadcastingcanbefoundasfarbackastheearliest

daysofradio，aperiodwhichonlynotwitnessedthedawnofOlympicsbroadcastingbutalsohad

significantparallelswiththepresent,whichisexperiencingthe“dawn''ofyetanotherpowerfuland

influentialformofmedia-socialmedia-andthelatter，srapidlyexpandingroleininformationdis‐
semination．



２ オリンピック放送の原点

はじめに

2012年ロンドン・オリンピックは、１世紀余

り続く近代オリンピックに於けるメディア')の

歴史に、大きな変化をもたらした。それは、

従来の「テレビ放送｣2)に、‘情報通信の完全デ

ジタル化とソーシャルメディアへの本格対応と

いう「インターネット通信｣3)の新潮流を導入

し、史上初の「デジタル五輪｣、「ソーシャルオ

リンピック」（英語ではソーシャリンピックス

Socialympics）を実現させたからである4)。この

ようにロンドン・オリンピックは、テレビ放送と

インターネット通信との融合という、まさに視聴

シーンの大枠を２１世紀型に作り変え、新しいサー

ビスの方向‘性を打ち出した点で、オリンピックの

放送史上、画期的な大会だったと評価できる。

オリンピックと放送メディアとの関係は、イン

ターネット常時接続を前提とする時代の新潮流を

今後、放送局が番組制作にどう取り込むか、テレ

ビ単体に止まらず、ＰＣ、スマートフォン、タブ

レットをも含めた４種類全ての通信・放送機器向

けサービスを如何にして視聴者に提供できるかと

いうオンライン戦略への取り組みにかかってい

る、といったことを抜きにして論ずることはでき

ない。つまり、我々は現在、インターネットと

ソーシャルメディアという新たな情報通信メディ

アとの出会いの中で、放送の新しい時代の幕開け

に立ち会っているのであり、オリンピック放送も

そこから逃れることはできないのである。

以上のような現状認識に立ち、オリンピックと

放送との関係性の本質と意義について、今日的な

視点のもとで考察を試みたいと考えている。そこ

で本稿では、特に、ラジオ草創期のオリンピック

放送と当時の社会情勢について取り上げる中か

ら、スポーツとメディアとが、どのような関係性

を有していたかを検証し、スポーツ史に於けるオ

リンピックと放送との位置付けを考察する。な

お、日本における放送とスポーツについては、橋

本一夫の『日本スポーツ放送史」や、杉山茂の

「テレビスポーツ50年』が、オリンピックと放送

との関係を多角的に考察した優れた先行研究に

なっている。本稿は、これらの研究成果を踏まえ

ながら、初めてのラジオ放送が行われたと考えら

れる1924年シヤモニー冬季オリンピックと、初の

ラジオ生中継も行われたパリ・オリンピックにつ

いて、新出資料を提示するものである。これによ

り、これまでのスポーツ放送史にはなかった視点

からオリンピックと放送との関係について考察が

可能になると考えている。

1．メディアとオリンピックとの出会い

１．オリンピックとラジオ放送

近代オリンピックが1896年にギリシャのアテネ

で初めて開かれ、国際社会に根付いていった２０世

紀前半は、マス・メディアが飛躍的に発展を遂げ

た時代とも重なる。新聞、写真電送に次ぎ、第一

次世界大戦後には、音声によるラジオの時代が到

来した。公式記録によれば、オリンピックのラジ

オ生中継が実現したのは1924年パリ・オリンピッ

クである。根拠とされるのは、まずIOC（国際オリ

ンピック委員会）オリンピック研究センターが、

1896年第１回アテネ・オリンピックから1984年第

23回ロサンゼルス・オリンピックまでの夏季オ

リンピックの概要をまとめた資料のうち、１９２４

年第８回パリ・オリンピックに関して、「初も

の」という項の最後に挙げられている「ジャー

ナリストのエドモン・ドゥオルテル（Edmond

Dehorterl876-1965）がラジオで初めて生中継リ

ポートを行った競技がある｣5）という記述である

（ドウオルテルについては第３章で詳述する)。

また大会の主会場、コロンブ・スタジアムがあっ

たパリ西部オー・ドウ・セーヌ（Hauts-de-Seine）

県内の歴史遺産についてまとめられた県議会ホー

ムページのパリ・オリンピックのコーナーにも「ラ

ジオ中継のおかげで、相当数の大衆が競技の展開

をライブで追うことが出来るようになった｣6）と

ある。さらに英国国立図書館（大英図書館）の

ホームページが、「スポーツと社会：社会科学の

目から見た夏季オリンピック・パラリンピック」

として所蔵資料についてまとめた中にも、「1924
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年パリ・オリンピックはラジオで生中継された最

初の五輪である」という一文がある7)。

しかし、生中継という条件を除くと、ラジオで

初めてオリンピックが放送きれたのは、実はパリ

よりも半年早い、1924年初めにシヤモニーで行わ

れた冬季オリンピックの時であった、とフランス

のラジオ放送史の専門家、Ｊ､Ｍ・プランツ（Jean‐

Marcprintzl956-)8)が述べている。氏が'5年

以上にわたって運営する「ラジオの百年」とい

うフランスのラジオ史を年別にまとめたホーム

ページの1924年の欄の冒頭には「既にこの年の初

めには、サッカーやラグビーの試合に加え、冬の

シャモニー．オリンピックについても、（フラン

スのラジオでは）スポーツのリポートが数多く行

われていた」と記されている9)。管見によれば、

シャモニー．オリンピックでラジオ放送が行われ

ていたことが本邦で紹介されるのは本稿が初めて

である。もし伝えられる通りであるならば、後

に第３章で詳述するが、工夫を凝らした準実況

風、疑似生中継によるラジオ放送が冬季§のシャモ

ニー．オリンピックで行われたことになる。ま

た、この時からわずか半年でオリンピックのラジ

オ初の生中継放送が、パリ・オリンピックで実現

したことになる。この間にラジオの放送技術が急

速に向上し、生中継を可能にさせた、あるいは、

ラジオ人気が社会に広まったなどの要因が背景に

あるということにもなる。

日本に於けるラジオ放送初のオリンピック生中

継は、「前畑がんばれ！」,0)で知られる1936年ベ

ルリン．オリンピックの時であったが、ヨーロッ

パではその１0年以上前から、スポーツやオリン

ピックを介してラジオ放送が社会に定着していっ

たのである。音声を通じたラジオは、刻一刻と状

況が変化し、手に汗握るスポーツの今をそっくり

そのまま伝えることが出来る。活字とは異なり、

スポーツにとって必要不可欠な「同時性」を備え

たメディアであり、スポーツを報じるにあたって

極めて好個の媒体・手段といえた。そのことを要

因として、ラジオはスポーツを介して飛躍的に社

会に歓迎され、伸長していく現象を招来し、両者

の緊密な関係’性が構築されたと考えられる。

２．１９２４年冬：シャモニー・オリンピック

1924年１月25日から２月５日までの２週間弱、

ヨーロッパ大陸最高峰のモンブラン（標高4,810ｍ）

の麓に広がるスキーリゾート、シャモニー'１)で、

オリンピック史上初の冬季大会が開催された。た

だし、これは最初から「冬季オリンピック」とし

て行われた訳ではない。もともとアルプスと国境

を接する国々の間では、第一次世界大戦前から

「国際冬季スポーツ週間」と呼ばれる大会が開催

されていた。冬季バージョンのオリンピックの導

入を模索していたＩＯＣはこのイベントに注目し、

1924年大会の後援団体になり、規模を試験的に拡

大してシャモニーで実施した１２)。その結果が大成

功だった'3)ことから、翌1925年のI○Ｃ総会でこ

れを初の「冬季オリンピック」として追認し、以

後も夏季オリンピックと同様、４年に一度ずつ開

催する、と決めたのである。

このシャモニー冬季オリンピックで初のラジオ

放送が行われたとする結論を、プランツはフラン

ス国内の関連資料や関係者インタビューなどを総

合して導いた。では、なぜ、オリンピックの主催

者であるIOCや、それぞれの大会の組織委員会等

がまとめた公式文書にシャモニー・オリンピック

でのラジオ放送に関する記述がないのか。これに

関しては詳らかにし得ない。しかし、その記述が

ないからといって、ラジオ放送がなかったとは断

言できない。そもそも放送音源については1930年

代まで、ごく特別な場合を除いて録音・保存が

なされていない'4)。したがって現地からの生中継

だったか否かを問わず、放送された事実そのもの

を、現存する番組音源から確認することも不可能

であり、それを実際に聞いたという人たちの証言

だけが頼りである。このような資料的制約から、

オリンピックに於けるラジオ放送の始源を明確に

し得ないが、両者の関係という問題を考察するに

あたって、シャモニー・オリンピックでラジオ放

送が行われたとする説があることには言及する必

要があるだろう。
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３．シヤモニー・オリンピックに於ける取材・広

報体制

史上初の冬季オリンピックであるシャモニー・

オリンピックでラジオ放送が行われたことについ

て触れる前に、この大会に於けるマス・メディア

全般の取材・広報体制について見ておきたい。

シャモニー・オリンピックの公式報告書は、３か

月後の1924年５月４日に始まる第８回パリ・オ

リンピック（７月２７日閉幕）の公式報告書の一

部に組み込まれ、これらは総計で852ページに及

ぶ大作になっている。編纂者は、今で言う大会組

織委員会に当たるフランス・オリンピック委員会

である。シャモニー冬季大会の競技については

p､643～p､721に、運営活動状況についてはp､831

～ｐ､836に、それぞれ、パリ・オリンピックとは

別建ての独立した記述が成されている。

後者のうち、「一般大衆への情報サービス｣'5）
プレス

という項Iこ「冬季大会向け取材メディア（Ｌａ

ＰｒｅｓｓｅａｕｘＪｅｕｘｄ，Hiver)」として、国別に報

道機関名と記者名とを記したリストがあり'6)、

日本を含む'7)１４か国から88人が取材に訪れたこ

とになっている。これらの社名には、地元グル

ノーブルのスポーツ紙「レザルプ・スポルティブ

（LesAlpesSportives)」や、1826年創刊で現存

するフランス最古の日刊紙「ル・フイガロ（Le

Figaro)｣、アメリカのＡＰ（AssociatedPress）

など、明らかに新聞社、通信社とわかるものが多

い一方で、ラジオ局らしき名前は一切、見当た

らない'8)。こうしたメディア企業名から、Pressｅ

（英・press「プレス｣）という語自体が、今でい

う報道よりも狭義の、インクを塗った版を紙に押

し付けて（press）転写、印刷する、という語源

を反映した語義で使用されていたことがわかる。

つまり、この冬季大会に正式取材者としてやって

来たのは、新聞を中心とする活字媒体のみであっ

た。第一次世界大戦後の西ヨーロッパで取材メ

ディア（仏presse／英press）として認められて

いたのは伝統的な言論機関である新聞・出版であ

り、誕生して10年もたたないラジオが既存の体制

や他メディアからも全く認知されていなかった状

況が浮かび上がってくる。

真冬のアルプス山中に集結した選手約260人

と、国内外の取材記者、関係者以外に、大会期間

中、現地を訪れた観客が１万人に上ったという

記述もある。さらにもう一つ、忘れてならない

のが、フランス・オリンピック委員会の要請を

受け、首都パリから駆り出された50人近いP.Ｔ､Ｔ、

（Poste,Ｔｅl6phoneetT6l6communicationsフラ

ンス郵政電信電話省）の技術スタッフの存在であ

る。「電信および電話通信」と題された詳細な報

告があり、大会期間中を通じて選りすぐりの技術

陣が連日24時間、技術チェックに対応する万全の

サポート体制で臨むことになった、とする記述

は、「(略）果たせるかな、このような献身的な働

きのおかげで、競技の進行につれ、ある時間帯に

集中するなど時にどれほど負荷がかかる状況下で

も、送信業務は支障をきたすような中断を生じる

ことなく、ニュースは世界中に打電された。１９２４

年１月25日から２月５日までの期間中、電報総計

2,146本、単語数にして292,392語に及ぶ原稿が世

界中に送られていったのである」と締めくくられ

ている'9)。大会公式報告書は、メディア受入れ体

制に関するこの記述の最後に、通信施設が集中す

るスケートリンクの建物の雪の積もった出入り口

付近にＰ.Ｔ､Ｔ,職員らが一堂に介した記念写真を大

きく掲載している20)。

４．ラジオとオリンピックの出会い

～1924年パリ・オリンピックに向けて

天候にも恵まれ、シャモニー「冬季大会」は成

功裏に終わった（この時点で、まだ正式にオリン

ピックと呼ばれていなかったのは、前述の通りで

ある）が、３か月後には、さらに大舞台であるパ

リ・オリンピックの開幕が迫っていた。両大会

を仕切るフランス・オリンピック委員会にとっ

て、冬季大会が“導入テスト”だとすると、パ

リ・オリンピックは失敗の許されないイベントで

あった。というのも、当時のIOC会長、クーベル

タン男爵（PierredeFr6dy,barondeCoubertin，

1863-1937）が、翌25年での引退を早々に宣言
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し、最後の花道として1924年オリンピックをわざ

わざ自らの活動拠点、パリに再来させる2'）とい

う念願を叶える形で、招致を成功させた経緯が

あったからである。

それだけに準備は、短期間ながらも周到に行わ

れた。事前広報委員会は週１回、「1924年パリ・

オリンピック．ニュースレター（Bulletindes

JeuxOlympiquesdeParisl924)」を３ケ国語

（仏．英両語にスペイン語もしくはイタリア語）

で発行し、各国ＮＯＣ（オリンピック委員会）や

競技団体に加え、新聞一般紙、スポーツ紙、通信

社といった活字メディアに送付した。では、ラジ

オ放送メディアに関してはどうか○事前広報委

員会は、「ここに空（エア）を通じての広報ルー

トを加えよう」と述べている22)。つまり、オリン

ピックの起源や歴史、その社会・教育．国際的価

値、大会施設などに関する、いわばオリンピック

のよもやま話を折にふれ、話題として取り上げ、

4か国語で国営ラジオ局（パリＰ．Ｔ･Ｔ･ラジオ局）

から放送するというのである。

冬のシャモニー・オリンピックからパリ.オリ

ンピックまで僅か半年弱の間での、このフラン

ス．オリンピック委員会の、ラジオ放送メディア

に対する態度の軟化は、これに対する評価の変化

が反映されたものだと考えられよう。第３章で後

述するように、ラジオ放送の伝播力と同時に、ラ

ジオ放送に対する国や社会の認知度もまた、シャ

モニー．オリンピックからパリ・オリンピックヘ

のはざまに当たる、この1924年初めから半ば頃に

かけて急速に上がり始めていた。だからこそ、フ

ランス．オリンピック委員会も、広く一般大衆に

オリンピックの価値を啓蒙する「広報メディア」

としてのラジオの存在を存分に利用するに値する

と判断し、ラジオの活用を積極的に取り入れたも

のと考えられる。実際、事前広報のみならず、オ

リンピックの全競技結果もまた、国営ラジオ局を

通じて放送されたのである23)。

しかし、その一方でラジオが、新聞のように情

報を独自に取材して報じる「報道メディア」とし

て認められる気配は未だ全くなかった。パリ．オ

リンピックに於ける取材申請が受理された報道陣

は43ヶ国から724人、うち実際に取材を行った685

人の中に、ラジオ関係者は一人として見受けられ

なかった24)。

ここで、メディア関連としてもう一つ、特記し

ておきたいことは、パリ・オリンピックには、映

画の制作関係者も参加していたという事実であ

る。彼らが報道陣の扱いを受けていなかったの

は、ラジオの場合と同様である。しかし、ラジオ

とは全く異なり、彼らはフランス・オリンピック

委員会直属のスタッフとして位置付けられてい

た。リュミエール兄弟（兄AugusteMarieLouis

Lumi§rel862-1954、弟LouisJeanLumi§re

l864-1948）が、パリで世界初の映画を現在のよ

うな形で劇場上映した1895年末から約30年、同じ

パリで開催されるオリンピックを映像記録として

残すほか、大衆の啓発や今後の宣伝のためにも、

映画撮影は必須である、とフランス・オリンピッ

ク委員会が考えていたからである。交渉先をめ

ぐる粁余曲折を経て1922年１１月、「スポーツ映画

社」が独占撮影権付きの受注契約をフランス．オ

リンピック委員会との間で交わし、シャモニー、

パリ両オリンピックの記録映画を計２本、立て続

けに製作した。大会期間中は最大10クルーが場内

で撮影に当たり、使用されたフイルムが総計４万

メートルに達したという記述がある25)。活字でな

く、意図して映像でのオリンピックのスポーツ記

録を製作すべ<、ここまで膨大な撮影素材を集め

ていた事実は、特筆すべきである。

1924年、フランスで開催されたシャモニーとパ

リという二つのオリンピックでは、新聞、通信社

の活字マス●メディアが取材に訪れていた事実が

確認された。また同時期にラジオという音声によ

るマス．メディアも、オリンピックの啓蒙という

役割を担っていたことで、放送とオリンピックと

の接点が見出された○次章では、オリンピックの

ラジオ放送が開始されるまでの過程に於いて、当

時のメディアがどのような発展を遂げ、またそれ

を受容する社会がどのような状況にあったのかに

ついて明らかにする。
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２．ラジオが根付いたヨーロッパの社会

情勢

１．軍事無線からラジオへ：

エッフェル塔と無線通信の父、フェリエ

ラジオというマス・メディアの定着状況を、フ

ランスとイギリスの両国を中心に見ていく。

前章のシヤモニー、パリの二つのオリンピック

を２年後に控えたフランスでは1922年２月６日、

パリのエッフェル塔に誕生したフランス初の

「エッフェル塔ラジオ局」で定期放送が始まっ

た。しかし元来、エッフェル塔は放送を目的に

建てられたのではなく、フランス革命100周年を

記念して1889年、パリで行われた第４回万国博

覧会のシンボルとして建造されたものである。

これは、ニューヨークにクライスラービル（319

ｍ）が完成する1930年までの問、世界一の高さ

（312.3ｍ26)）を誇った。しかし、当初から評判

は芳しくなく27)、建設も20年間のみ使用という条

件付きで認められていたため、1909年には解体さ

れることになっていた。

ところが、その命運を違え、「鉄の貴婦人」を

救い出そうとする紳士が現れる。フランス無線

通信の父、フェリエ（GustaveAugusteFerri6

1868-1932）である。無線といえば、1895年の無

線実験の成功を機に、イタリアから母の祖国イ

ギリスに渡り、その開発と実用化により世界中

に名を馳せることになるマルコーニ（Guglielmo

Marconil874-1937）の名が浮かぶが、フェリエ

は、そのマルコーニとともに1899年、英仏無線開

発委員会の一員としてドーバー海峡を挟んだ英仏

間での世界初の国際無線通信の共同研究を成功さ

せている。フェリエは、理工系エリートを養成す

る軍所属の高等教育機関28)を卒業後、軍の技術

者として無線の研究を続けた。フランスに於ける

この分野の第一人者は、パリで一番背の高いエッ

フェル塔のてつぺんにアンテナを立て、塔全体を

巨大な軍事用無線発信基地に転用しようと思いつ

いたのである。この妙案のおかげで、エッフェル

塔は「国防上の重要建築物」の指定を受け、存

続が決まった。エッフェル塔ではこの間、１８９８

年に初の無線実験が同じフランスの科学者デュ

クルテ（Eug§neDucretetl844-1915）によって

行われている。同僚のロシア人科学者、ポポフ

（AlexanderStepanovichPopovl859-1905）が

塔から送信した無線を４km離れた霊廟パンテオン

で受信することに成功したのである。

ところで、２０世紀後半にマス・メディアの王

座を獲得することになるテレビの正式名称、

「テレビジョン」は、ギリシャ語源の「遠く離れ

た」を意味する接頭辞のteleに、ラテン語の「見

る」を表すViSiOという語が付いた造語で29)、も

とはフランス語である。この言葉は、1900年８月

にパリで開かれた第５回万国博覧会の付設イ

ベントの一つ、「静止画伝送のための国際電気

大会議｣30)の席上、ロシアの科学者、ペルスキ

（ConstantinPerskyil854-1906）によって初め

て使われた3')。一方、この同じ会議でフェリエ

は「無線電信の現状と進歩（L，etatactueletles

progr§sdelat6l6graphiesansfil)」と題した研

究発表を行っている。Radioはラテン語で「放

射｣、「光線」を意味するradiusが変化した語で、

radiotelegraphy（無線通信）の短縮語形を起源

とする。電線でなく、電波を用いて、まずは声や

音そのものでなく、符号によって通信を行うこと

を意味していた。送信機の送信周波数と受信機の

最大感度の周波数を一致させることにより、通信

能力をどこまで高められるかが、当時の最大の課

題であった。このような無線に関する実践的な研

究とともに、その無線による符号、さらには音声

の送受信というラジオの機能を既に前提とし、そ

こに映像まで加えた将来のテレビに言及する発表

が、万博の付設イベントで行われたのである。し

かも、1900年第２回パリ・オリンピックも同じ付

設イベントという位置づけで、同時期に開催され

ていたとする事実は、放送メディアとオリンピッ

クとの関係を原点から考えるうえでも、非常に象

徴的である。1928年に成立した国際博覧会条約

（BIE条約）第１条に定義される「博覧会とは…

（中略）文明の必要とするものに応ずるために人
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類が利用することのできる手段又は人類の活動の

一若しくは複数の部門において達成された進歩、

若しくはそれらの部門における将来の展望を示す

ものをいう」32）という内容がまさに先立って成さ

れていたとの認識を改めて強くする。

この発表の３年後の1903年、フェリエはエッ

フェル塔を建設したエッフェル自身の許可を得

て、塔の先端に無線用アンテナ、そして３階部分

（高さ276ｍ）に発信機を設置し、電波の到達距

離を当時の400kmから、１０年後の1913年には6,000

kmにまで伸ばすことに成功する33)。この間の1907

年には640km離れた地点にいる人に向けて音楽を

提供する「ラジオ実験」が行われ、1910年にはつ

いにエッフェル塔に無線局が誕生することになっ

た。これらの動きは全てフランス軍の無線通信網

の整備と改善の一環として、フェリエの指揮下で

行われたものである。したがって無線局もフラン

ス軍の所管（国営）で、当初は仏海軍船舶向けの

発信局が、塔南側の地下に置かれていた。1914年

に描かれたとされるエッフェル塔の絵は、一番上

の先端の部分から太い電線が６本、地上まで張ら

れた異様な姿を晒している34)。

第一次世界大戦が勃発し、対独軍事無線通信傍

受用アンテナが取り付けられた。フェリエは、ド

イツ軍の暗号解読にも技術的側面から貢献したほ

か、１万台以上の軍事用無線受信機の製造も統括

するなどの功績が認められ、大戦終結後に新設

された軍事電信総監理局（l'Inspectiongen6rale

dest61egraphiesmilitaires）のトップに就任

し、その後も軍民を問わず、ラジオを含む電波無

線通信の発展に貢献した。

フェリエの後押しにより、まず国営「エッフェ

ル塔ラジオ局」が誕生した。1921年11月に初の

試験放送を行い、１２月２４日からは一日３０分間の

定期放送に踏み切った。気象情報、ニュースと

少々のバイオリン演奏という内容だった。翌1922

年２月６日にフランス初のラジオ放送局として正

式開局すると、番組構成は音楽番組に傾いてい

く。当時、レコード自体は既に存在していたが、

まだプレーヤー（再生機）が希少だったため、ポ

ランテイアのオーケストラや歌手をスタジオに招

き、その演奏を生放送した。番組名は「ラジオ・

コンサート（Radio-Concerts)｣ｏニュース番組

は「話す新聞（Journalpar'６)」と名付けられ

た35)。

フェリエはこのように戦時中の軍事利用にこだ

わらず、平時には無線を大衆の娯楽、つまりラジ

オ放送のために開放することに心を砕き、この国

営局に次いで新しく民間ラジオ放送局「ラジオ

ラ（Radiola)」を開くことにも尽力した。エッ

フェル塔のふもとには、そのような功労を称える

彼の像が立っている36)。

２．ラジオと王室～BBC

ラジオ蕊明期の欧米の情勢のうち、フランス

を除くと、第一次世界大戦の戦禍を免れたアメ

リカに大きな動きがあった。1920年１１月、ペン

シルベニア州ピッツバーグに世界初の民間ラジオ

局ＫＤＫＡが誕生したのである。折しも大統領選

挙の投票日37)で、その開票結果速報に始まる本

格的な定時放送がスタートし、翌1921年、ボクシ

ングの世界ヘビー級王者ジャック・デンプシー

（JackDempsey,WilliamHarrisonDempsey

l895-1983）が、フランスのジヨルジユ・カル

パンチエ（GeorgesCarpentierl894-1975）を

ニューヨークに迎えて行った３度目のタイトル防

衛戦が、米国における初のラジオによるスポーツ

生中継になった38)。

一方、ヨーロッパではそれより一足早く1919年

には、オランダのハーグで一日３時間の定期放送

を手掛ける局（NederlandseRadiolndustrie）

が登場した39)。先述の通り、フランス初の国営

エッフェル塔ラジオ局のスタートは1922年２月

だったが、イギリスではその約３か月後の1922

年５月１１日、ロンドンのマルコーニ社（Marconi

House）７階スタジオから不定期ながらも週１回

30分から１時間の放送が始められた。次いで

「イギリス放送会社（BritishBroadcasting

Company)」としてのBBC設立40)(1922年10月18日）

を経て、１１月１４日には毎日の定期放送（ニュー
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ス・天気）がスタートした。このように第一次世

界大戦後のヨーロッパでは、ラジオ放送の実用化

に向けて各国の縞を削る戦いが繰り広げられてい

たのである。

ここでＢＢＣが着目したのは、英国民の関心の

極めて高いテーマ、即ち、お天気、王室、そして

スポーツであった。定期放送初日から気象情報は

番組に組み込まれていたが、英メディアは王室と

の関係でも長年、王室と国民とを直接つなぐ重要

な役割を果たしてきた。１９世紀後半に雑誌や新聞

の活字メディアが誕生した際、大英帝国に君臨し

ていたヴィクトリア女王（Victorial819-1901）

は、ことあるごとに写真や肖像画が掲載され、人

気が高まった4')。通信社からは王室担当記者が選

出された。

２０世紀に入り、北ロンドン郊外のウェンブリー

（Wembley）で1924年から１年間、開催された

大英帝国博覧会（BritishEmpireExhibition）

の閉会式（1925年）で、ヨーク公アルバート王子

（のちの英国王ジョージ６世）がマイクを前にス

ピーチを読み上げようとし、思いきり吃って大失

敗してしまう「英国王のスピーチ」事件が起き

た42)。これは、もはや君主といえども、新しいメ

ディアがもたらす威力の外に逃れていられなく

なったことを示している。大衆の前に立ち、威風

堂々たる姿さえ見せておけば、声や話し方になど

特段の配慮も要らない時代は、過去のものとなっ

た。偶然にも、音声メディアのラジオが瞬く間に

発展する２０世紀に生まれてしまったことにより、

国王としてそれらのメデイアを介して直接、大衆

に伝えるべき要素をどう制御、演出するかにまで

考えを巡らせることが、発信者としての義務に

なっていった。そういう時代へと、メディアが変

えていったのである。さらに、映像メディアのテ

レビが加わると、この状況は一層、顕著なものに

なっていくのである。

新しいメディアが根付いていくに当たっては、

必ず世の中の変化を前提にし、社会におけるポジ

ションの模索と確立を目指す営みが重視される。

新聞、そしてラジオというメディアも、日々の暮

らしの中で国民が関心を寄せる話題を意識して伝

える中から、社会により早く、広く認知、歓迎さ

れるようになっていったのである。メディア産業

の興った19世紀後半から２０世紀前半のラジオの時

代にかけて、その国民的関心事が、イギリスでは

特に王室とサッカー、王室のないフランスやアメ

リカでは、オリンピックを含めたスポーツになっ

ていくのである。

メディアが社会に認知されると、次に動き出す

のは決まって国家である。なぜなら、国家は、そ

のさらなる発展を目指し、己の威光を投影するた

めに今、最も勢いのあるメデイアを敏感に選び取

ろうとするからである。国家は、これまで全くな

かった新しいメディアへの取り組みを通じて、国

家としての「力」の表現の獲得と、その社会への

浸透を図っていくことになる。このように、ある

メッセージがメディアを通じて国民の一人一人に

至るまで伝えられる仕組みが構築されていく。そ

の新しい枠組みの世界の中で、国民が、やがて国

家や国王に対して、さらなる支持と敬愛の念を捧

げるようになる仕組みが完成すれば、国家の繁栄

が確実に保障されることになるからである。

また、メディアが社会的に認知され、国家のメ

ディア戦略が現実化される時点になると、それま

では全くの黒子で尊敬の対象にもなり得なかった

メディアそのものも、日の目を見るようになり、

存在感を高めるとともに、社会の信頼を受けるよ

うになり始める。音声、そして映像という、受け

手の感性に直接、訴えかける情報データを２０世紀

のメデイアが自在に操りながら表現していくプロ

セスを獲得する努力は、あらゆる場面を通じて

行われていくことになる。その一例としてＢＢＣ

は、「王室」と「国民の関心事」に徹底的に寄り

添って伝えていく決意を持ち続けることを通じ

て、大英帝国に不可欠なメディアとして成長を遂

げていく道筋を見出すことが出来たことが確認さ

れよう。そして、英国でもサッカーに限らず、や

がてはスポーツそのものが大きな「国民の関心

事」になっていくようになる。

、
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３．ＢＢＣとスポーツ

英国ＢＢＣが初めて放送した国王のラジオ演説

は、先の大英帝国博覧会の開会式（1924年４月２３

日）でジョージ５世が行ったスピーチであった。

映画「英国王のスピーチ」は、その閉会式の際

のエピソードだったが、これを行ったヨーク公

アルバート王子はジョージ５世の次男である。

その頃、ドーバー海峡を隔てたフランスでは、

いよいよパリ・オリンピックが始まろうとして

いた。イングランド・サッカー協会（Football

Association，以降ＦＡと示す）にも参加を促す知

らせが届いていたが、ＦＡは「リーグ戦とカップ

戦で忙しいから」として、すげなくこれを断って

いる。フランス肝煎りの大会に出たくないからと

いうよりは、むしろ英国内だけでサッカーが十二

分に盛況だったため、オリンピックに関心を向け

る余地がなかったことによる措置と考えられる。

２０世紀前半のイギリスは、サッカー発祥国として

の自負もあり、国際スポーツの世界では孤立主義

に傾くきらいがあった。しかし、そうした態度に

出て尚、自己完結できてしまうほど、当時の英国

の近代スポーツを巡る枠組みとスケールは、他の

国々の場合と比較するまでもなく膨大であったの

である。

「英国王のスピーチ」の舞台となった旧ウェ

ンブリー・スタジアムは、大英帝国博覧会の会

場に問に合うように１年前倒しして1923年４月

に建てられ43)、当初は「帝国競技場（Empire

Stadium)」と呼ばれていた44)。完成して間もな

く、まずはサッカーのＦＡカップ決勝が開催され

た45)。詰めかけた推定20万人の観客は、ボルト

ン・ワンダラーズＦＣがウェストハム・ユナイテッ

ドＦＣを２対０で下す瞬間を目の当たりにし、興

奮のるつぼと化したのである。この試合は、開始

前にスタンドからピッチまで入場者があふれ、試

合開始が危ぶまれた際に、騎馬警官がピッチにま

で出動し、観客を誘導して辛うじて試合が出来る

スペースを確保した。試合のキックオフは45分遅

れた。しかし、このような状況下で始まったに

もかかわらず、死者や大きな怪我人も奇跡的に

出なかったため、この試合は「ホワイト．ホー

ス．ファイナル（白馬の決勝)」と呼ばれるよう

になった。このようなスポーツの熱気と人気と

を、ＢＢＣがラジオの実況生中継に取り込むまで

には、まだあと３年の歳月が必要だった。

1927年１月15日、ラグビーの聖地、トウイッケ

ナムからイングランド対ウェールズのテストマッ

チがラジオで初めて生中継された。そして、翌週

１月22日の１部リーグのアーセナル対シェフィー

ルド．ユナイテッド戦からサッカーの生中継が

始まった46)。ピッチのどこに今、ボールがある

のか、リスナーにもわかりやすく伝えられるよ

うに、ＢＢＣは週刊番組誌「ラジオ・タイムズ

（RadioTimes)」にピッチの絵を載せ、碁盤の

目のように切り分けると、それぞれの正方形に番

号を振った。実況では、その番号によりボール

の位置を表現した。この,927年には春以降もＦＡ

カップ決勝、クリケット、ウインブルドン．テニ

スなどのイベントが目白押しで、堰を切ったよう

にスポーツがラジオで伝えられる時代が到来し

た。

国内のスポーツ生中継が増えていく一方で、イ

ギリスではオリンピックのラジオ中継を手がける

動きがなかなか出てこなかった。国民が４年に一

度しかやって来ないオリンピックより、熱いシー

ズンを毎年、楽しめるサッカーやラグビーに夢中

だったからだ。ＢＢＣが初めてラジオ放送を行っ

たオリンピックは、1928年アムステルダム・オリ

ンピックであった47)。

シャモニー、パリ両オリンピックの記録映画製

作については先述したが、イギリスでもオリン

ピックを映画に残す取り組みが、実はフランスよ

り,5年以上前から行われていた。1908年第４回ロ

ンドン．オリンピックも、この年のロンドン万国

博覧会の付属大会としての位置付けであったが、

主会場のホワイトシティ・スタジアムの貴賓室の

様子や、体操、陸上（含マラソン)、水球、アー

チェリーなどの競技と表彰式の映像が存在し、そ

の一部は現在、ネット上でも閲覧可能である48)。

撮影したのは、19世紀末からパリで音声収録や映
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画撮影会社として知られていたパテ（Pathも）社

である。世界初の映画を手掛けたリュミエール兄

弟（前述）とも取引をするなど商才に長け、早く

も1902年にはロンドンに進出すると、「パテ・ガ

ゼット」というニュース映画を作るとともに、そ

の上映映画館も多数設ける一方で、1908年ロンド

ン・オリンピックの記録映画製作の受注にも成功

していたのである。

そして、ラジオという新しい放送メディアも、

生き残りを図るためには、リスナーである国民の

関心事に徹底して寄り添うことが不可欠だと時代

の風を確実に感じ取っていった。音声による同時

'性という、活字メディアにはない特'性を活かす形

でラジオが獲得した主要テーマは、イギリス固有

の王室である。もう一つが、すばやい展開変化を

正確に伝えることが可能なスポーツである。近代

スポーツ発祥国のイギリスでは、サッカーやラグ

ビーなどの競技に毎シーズン、人気が集まった

と先述したが、一方で近代オリンピックの父、

クーベルタンの祖国であるフランスでは、特に国

を挙げてこのイベントに権威づけしていこうとす

る動きと相まって、オリンピックはラジオ放送を

介して人々の熱狂を勝ち得ていくことになる。

３．オリンピック放送の起源

１．フランスにおけるラジオ放送

ＢＢＣラジオの設立、放送開始とほぼ同時期の

1922年11月６日、パリに誕生した初の民間ラジ

オ放送局の名前は、「ラジオラ（Radiola)」であ

る。フェリエの発案で第一次世界大戦前に生ま

れ、軍の管理下に置かれた国営無線局の系譜を受

け継ぐ国営エッフェル塔ラジオ局が同じ1922年

の２月に放送を開始していたのに対し、ラジオラ

は民間放送局で、当初はパリのみで聴取可能だっ

た。前者が、敵国軍無線傍受など諜報的活動も含

めた国の拠点としてのイメージからなかなか抜け

切れず、変化に乏しい番組編成で人気が上がらな

かった一方で、それに挑むかのようにラジオラ

は、音楽の合間に軽妙なトークをつけたり、ラジ

オドラマといった新しいジャンルを開拓したりし

始めた。

フランスでは、既にラジオ局が出現を見た1922

年から、これを管理するＰ.Ｔ､Ｔ・（郵政電信電話

省）が国営、民間のどちらにも放送の方向’性を定

めきれないまま、取り敢えず各１局ずつに免許を

与えていた。そして、翌1923年１月には本来、指

導する立場にあるＰｍＴ自身が傘下の理工系グラ

ンゼコールに国営の「パリＰ.Ｔ､Ｔ､ラジオ局」を作

らせたのである。首都を拠点にいわば官報の類を

放送させる間に、Ｐ.Ｔ､Ｔ.は国内各地にさらに国営

局を増やし、1930年代にかけてラジオによるネッ

トワークを整備しようとしていた49)。第１章で見

たパリ・オリンピックの事前広報と競技結果を伝

える役目を果たしたのは、同じ国営でも、フェリ

エ主導によって最初に出来たエッフェル塔ラジオ

局ではなく、通信行政を取り仕切るＰ.Ｔ､Ｔ､肝いり

のパリＰ.Ｔ､Ｔ・ラジオ局であった。パリ・オリン

ピックのほぼ半年前までのフランスに於ける放送

メディア状況は、以上のようなものであった。

生まれたばかりの民放局ラジオラが、意欲的に

番組制作に取りかかる中でさらに新規挑戦に値す

る分野だと判断し、力を傾注し始めたのがスポー

ツだった。1924年３月22日土曜日の番組編成を見

てみよう。午後８時30分放送開始の夜の情報番組

の中の一コーナー、「ラジオコラム」で取り上げ

られていたのは「自動車、飛行機、そしてスポー

ツ（Auto,a6rosetsports)」である。既にこの

ころから週末のスポーツは定番メニューになって

いたことがうかがえる。

ラジオでのスポーツ生中継放送が可能になる

と、リスナーは観客としてスタジアムに足を運ば

なくても、ラジオ聴取によってスポーツ観戦が可

能になる事態が生じるに至る。つまり、余暇の過

ごし方に新しい形態が生まれたといえよう。この

スポーツ聴取という新たな余暇の過ごし方を提示

するため、ラジオ放送に不可欠な要素は、実況に

もまして現地からの生の（騒）音である。試合展

開そのものと同時に、観衆が示す興奮やリアク

ションを「音」で伝えることの重要性は決定的で

あった。ブーイングで床を足で踏み鳴らすのか、
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隣との会話もままならないほど拍手喝采している

のか、その場の雰囲気をそっくり音で届けること

が求められていた。聴覚メディアとしてのラジオ

の特性を生かし、放送現場ではオリンピックに向

け、臨場感あふれる「音」について議論されてい

たと考えられる50)。

1923年10月６日、ラジオラは、フランス人の

ボクシング世界フェザー級チャンピオン、クリ

キ（Ｅｕg§neCriquil893-1977）の世界タイト

ル・マッチをパリ市内のワグラム公会堂（Salle

Wagram）から生中継で放送することになっ

た。アメリカに遅れること約２年、フランスのラ

ジオ史上初のスポーツ生中継が実現することに

なったのである。この時のラジオ実況担当、エド

モン・ドゥオルテルは、どんなことに気を付けて

話すつもりかと尋ねられ、こう答えた。「ラジオ

ブースだけでなく、街中でどんなことが起きてい

るかにリスナーが立ち会えるようにするのが、面

白いんだよね｡｣5'）

明らかにシャモニー・オリンピックの３か月前

の時点で、ラジオによるスポーツの生中継は開始

されていたのである。そして、ラジオ初のオリン

ピック生中継は1924年のパリであった。それで

は、ラジオ局は取材申請も出さずに、パリ・オリ

ンピックの生中継を行ったのだろうか。仮にその

ようなことが可能であったとしても、中継クルー

らは、許可もなくオリンピック会場のいったい、

どこに身を置き、何の競技について、どのような

実況生放送を世の中に送り届けたというのだろう

か。

２．空からのスポーツ実況

～飛んでる「匿名リポーター」氏

1923年10月のボクシング生中継の実況担当とし

て白羽の矢が立ったのが、エドモン・ドゥオルテ

ル（以下エドモン）である。このクリキの試合を

生中継したエドモンは、ラジオラが新スポーツ番

組付で募集、採用したフリーのリポーターであ

る。実はこの試合の５か月前の1923年５月、ス

ポーツの開拓に情熱を傾けるラジオラは、同じパ

リ市内で行われる別のボクシングの試合52)で初

めての生中継をＰｍＴ･に申請していた。しかし、

役所は頑として中継用回線の許可を出そうとしな

かった。まだ何の実績もない、得体のしれないラ

ジオ放送局に対して、稀少な公共電波を国が与え

るなど、とんでもないとの判断からであった。そ

こで、ラジオラは別の方法を編み出した。リング

サイドで観戦するエドモンが実況するそばから、

その一言一句を速記者が書き取り、１ラウンド分

ずつ、電話を通じてラジオ局で受ける担当者に原

稿として聞き取らせたものを、マイクの前でスタ

ンバイするアナウンサーに渡して読ませるとい

う、準実況風、或いは疑似中継の形で、ボクシン

グの試合を伝える放送が成された。これが図らず

も、後に実況も含め、「ラジオ・リポート」と呼

ばれるようになる、現地から伝えるスタイルの原

型である。つまり、エドモンが確かに現地で“実

況リポート”したその原稿を、この時は、ラジオ

局で他のアナウンサーが後から読んで伝える形で

放送に漕ぎつけたのである53)。

この“実況”が翌日来、パリ中で話題を呼ん

だ。また、こうした手法で実況し、リスナーを大

いに引き込んで見せたラジオラの熱意と実績を前

に、Ｐ.Ｔ､Ｔ.は10月の試合で再びラジオラから出さ

れた回線申請を許可しない理由がなくなってし

まった。このような粁余曲折を経て、フランス初

のスポーツ生中継放送としてのクリキ戦が実現し

たのである。このクリキ戦の前に、エドモンは観

客席を突撃し、客同士の会話を報じたり、その場

でぶつつけインタビューを行ったりしてから、実

況に入った。これにより、ラジオの前にいるリス

ナーもまた、会場の観客と同様に試合開始前か

ら臨場感と興奮を共有できる仕組みが、「音」に

よって組み立てられた。こうして、スポーツの生

中継実況が果たされ、番組全体を盛り上げたので

ある。クリキ戦生中継を通じて活躍したエドモン

は、局の奇抜な方針により、放送では自分の本名

を一切、明かさずにニックネームで通した。その

方が聞き手にとっては話が謎めき、否応なく興味

がそそられ、巷の話題にも上りやすいからであ
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る。「匿名リポーター｣54）と呼ばれる理由がここ

にある。

以下は、フランスの様々な資料を参考にし

て55)、事情を整理したものである。５月の試合は

会場から局までの生中継回線が確保できなかった

ため、エドモンの行った実況内容が活字原稿に起

こされ、電話で局に伝えられて、それを局内のス

タジオで別のアナウンサーが読む形で放送され

た。しかし、このクリキ戦は正真正銘、「匿名リ

ポーター」による現場からの実況生中継であり、

これは試合翌日にパリ中で大評判を呼んだ。ラジ

オラでは、これを機にさらに様々なスポーツの現

場に、エドモン登板の機会を広げていった。翌

1924年がオリンピック・イヤーだということを十

分に意識したうえでの決定であった。サッカー、

ラグビー、そして年が改まる1924年１月25日から

は、初の冬季オリンピックがシャモニーで始ま

る…。プランツが自らのサイトで述べている「数

多く行われていた」スポーツのリポートとは、全

てエドモンの仕事である56)。シヤモニー冬季オリ

ンピックの取材許可を得たラジオ局が皆無である

ことは先に説明した。ゆえに、自らのリポートス

タイルを確立し、上がり調子のエドモンが、例の

ぶっつけ本番方式でシャモニーにも突撃していっ

たのではないか、と推測されるが、これを証明す

る資料は残念ながら見つかっていない。また、プ

ランツをはじめとするラジオ研究家の間でも、エ

ドモンのシャモニー・リポートを「聞いた」とい

う人は見つかっておらず、「『聞いた』と話して

いる人がいた」という間接証言しか得られていな

い。ただ、ありもしないのに、わざわざ「聞いた

という人がいた」と話を作る必然性もないとする

と、シャモニー・ラジオ・リポートは、おそらく

存在したのではないか、とするのが現段階での推

論である。

エドモンを抜擢したのは、ラジオラ編成局長の

モーリス・ヴイノ（MauriceVinotl882-1969）

であった。彼は技術畑の出身ながら、芸術も含

め、様々な分野に造詣が深く、ラジオラに招鴫さ

れると、ラジオ・ニュースという全く新しい形式

の番組を編み出した○中でも特に現場リポートを

重視し、これを生かすために不可欠な「中継車」

の生みの親としても知られている人物である。こ

のような新しいアイデアと機材とを放送の世界に

次々に投入し、それまでになかった高揚感あふれ

る番組のスタイルを作り出した。それを具現化さ

せるうえで最適な相棒の役割を果たしたのが、フ

ランス初のスポーツ実況リポーター、エドモン・

ドゥオルテルだったのである。

それでは夏のパリ・オリンピックについては、

彼らはどのような健闘を果たしたのか。こちらに

関しては冒頭でも述べたように、，。cの公式記録

にもエドモンの名前は登場する。しかし残念なが

ら音源は存在しない。エドモンを始めとするラジ

オ取材班に、フランス・オリンピック委員会から

正式な取材許可が下りることはなかった。突撃ス

タイルで既に市井の人気を博していた彼らが、最

後まで報道陣リストに載らなかった理由は何か。

それは、この頃になって、ラジオという新しいメ

ディアの影響力を実感し、脅威さえ覚え始めた旧

来の活字メディアのジャーナリストたちが、あの

ようなものは色物だとして排除すべ<、フラン

ス．オリンピック委員会に取材許可を出さないよ

うに掛け合い、参入に規制と制限をかけていたか

らだ、とのラジオ研究家の説がある57)。これもあ

ながち、あり得ない話ではないだろう。以下も引

き続き、ラジオとパリ・オリンピック生中継の顛

末について、様々なラジオ研究家が公表している

言説を垣間見ていこう。

組織委員会からも、他メディアからも、オリ

ンピック会場内に入ることを固く禁じられたエ

ドモンたち取材班は、次の一手を講じた。大会

期間中、スポンサーの自動車メーカー、プジョー

（Peugeot）がＰＲのため、会場上空に気球を飛

ばすことがわかったからだ58)。エドモンは、メー

カーの担当者と幹部に自分も乗せてくれるように

交渉した。フランスで発行されている放送専門雑

誌には、エドモンが、まさにパリ・オリンピック

の主会場、コロンブ．スタジアムで、これから気

球に乗り込もうとする写真が掲載されている59)。
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ちょっと太目の体型にメガネ、特徴のあるカンカン

帽をかぶり、篭の中から笑いかけているものだ。

この頃には、「匿名リポーター」のスポーツ・リ

ポートは、リスナーの間でもすっかりお馴染み

で、エドモンは行く先々で、「よっ、匿名リポー

ター！」と声を掛けられるようになっていたとい

う。６月９日、オリンピック・サッカー決勝。こ

こまで破竹の勢いで勝ち上がってきた南米初参加

のダークホース、ウルグアイがスイスと相見える

頂上決戦も当然、立ち入り禁止。それならば、上

空から見下ろしながらリポートすればいいと、頼

みの気球に乗り込んだエドモン。しかし、ここで

思わぬハプニングが起きる。何と、浮き上がった

空には強い風が吹いていて、エドモンの乗った気

球は会場のコロンブ競技場とはみるみる違う方向

へと流されていくではないか。エドモンは試合の

実況とともに、自分の流されていく状況も入れ込

みながら、どんどんリポートしていく。聞いてい

る方は、試合の展開もさることながら、空飛ぶ

「匿名リポーター」の行く先についても、いたく

興味をそそられ、ますますラジオ放送に耳を傾け

ることになる。エドモンは自分が空を飛ばねばな

らなかった本当の理由についても、リポートに

しっかり盛り込んだ。

上記の「匿名リポーター」のエピソードは、既

成の権威が新たに台頭しつつあるものを己の足元

をも揺るがしかねない脅威に感じるからこそ、無

視、拒絶しようとしていた事実を示していると考

えられる。しかし、そのことが皮肉にも、ラジオ

のリスナーとエドモンとの間の心理的な距離をさ

らに縮める方向に働いていくことになった。「聞

いてよかった」とリスナーが満足できる内容を伝

えられるならば、最後にそのリポートがどのよう

に締め括られたのかなど、詳細を覚えられていな

くても一向に構わないのである。このように、

「匿名リポーター」の届ける放送リポートは、社

会をも巻き込み、スポーツを伝えるメディアとし

て、ラジオが確固たる地位を固めることになって

いく事情を示している、と考えられるのである。

エドモン自身も、この空中リポートでますます

人気を博し、スポーツ．リポーターとしての地

位を確立していった。しかし２年後の1926年、

p､Ｔ､Ｔ・が民放に対して再び、電話回線の中継使用

許可を出さなくなった60)。このことにより、エド

モン．リポートは実質、成立不可能に追い込まれ

た。彼は２年後の1926年に国営パリＰ､Ｔｍラジオ

局に移籍することとなり、その後も30年代にかけ

てｐ､Ｔ,Ｔ・が積極的に開局を進めたローカル局に移

り、制作者の求めに応じて随時、スポーツの現場

から中継マイクの前に立ち続けたのである6')。

おわりに

本稿では、1924年にオリンピックと出会ったラ

ジオ放送を例に、関係者が巻き込まれた様々な戸

惑いや、今となっては、時に笑いさえ誘うような

状況を通じて、当時、全く新しいメディアであっ

たラジオが社会に受け入れられていく過程を明ら

かにし、スポーツ史に於けるオリンピックと放送

の位置付けについて考察を加えた。第１章では、

マス・メデイアがオリンピックについて報じるに

至る経緯を明らかにした。次に第２章では、ラジ

オと言う新しい放送メディアを迎え入れるに至っ

た欧米、なかんずくフランスとイギリスの受け止

め方について考察した。さらに第３章では、ラジ

オが初めて本格的に出会ったパリ・オリンピック

に関する問題を取り上げた。具体的には、これま

で日本で注目を集めることのなかったフランス初

のスポーツ・ラジオ・リポーター、エドモン・

ドウオルテルの活躍を紹介し、ラジオとオリン

ピックとの関係性を明らかにした。上記の考察を

もとに、オリンピックと放送との豊かな関係性、

即ち、両者が互いに相乗効果を生み出し、いかに

して大衆を巻き込み、熱中させてきたかという、

スポーツと放送との関わりの歴史が浮き彫りにさ

れたと言えるだろう。

しかし、これは決して過去に限ったものではな

い。特に放送の分野に於いては、2012年ロンド

ン・オリンピックが、初のデジタル五輪と称され

たように、ネットとの関係についてどのように折

り合いを付けていくのかという課題が、オリン
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ビック放送を契機として、２１世紀の今後の放送の

在り方全般をも規定する大きなテーマとして浮上

し、立ちはだかっている。これに関しては、ホス

ト・ブロードキャスターの英・ＢＢＣからも、次

のような声が聞こえてくる。「これからは、テ

レビを見ながら携帯でつぶやきを共有し、タブ

レットで情報を呼び出す『２スクリーン時代」

（中略）視聴者が完壁な主導権を握る時代だ｡」

（ベン・ギャロップBBC双方向スポーツ報道部

長)62)このように、オリンピック放送は今、イン

ターネット、ソーシャルメディアの新しいメディ

アを通じた配信形態により、再び、新しい夜明け

に立ち会っているのである。既にロンドン・オリ

ンピックから２年以上が経ち、高機能携帯電話の

スマートフオンが世界的にも急速に普及してくる

と、このスマホ、タブレット端末、パソコンとテ

レビとをネットワークで結んでコンテンツを共有

する４スクリーン戦略という未だかつて触れたこ

とのないメディアの時代も予感される。1924年の

パリで、オリンピックがラジオという生まれたば

かりのメディアと初めて出会ったことにより、未

知なる放送の世界へと踏み出して行った時のよう

に。

本稿は、当時のラジオ蕊明期の熱気に満ちた

状況を、初の本格的デジタル五輪としてのロン

ドン・オリンピックの放送の全体状況に重ねて

見ることにより、新しいメディアの創造と誕生の

問題、即ち、オリンピックとラジオ放送との関係

』性というスポーツメディア史の限られた一問題を

考察したに過ぎない。したがって、今後の課題と

しては、旧来の枠を乗り越えて新しく登場するメ

ディアが、社会をどのように変容させていくかと

いう、古くて新しいテーマを、スポーツとメディ

アとの関わりという視点をもとに引き続き考究

し、総合的に考察を積み重ねていくことが必要だ

と考えている。
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